
総務省北陸総合通信局（局長：安東高徳）は、７月29
日及び30日に開催された総務省「こども霞が関見学デー」にお
いて、令和６年能登半島地震及び奥能登豪雨からの復旧・復
興を支えるために取り組んでいる通信事業者（NTT西日本、
NTTドコモ、KDDI、ソフトバンク、楽天モバイル及びNTTドコモビ
ジネス）の災害時の通信確保や地域のレジリエンス向上に向け
た最新技術の展示・紹介を北陸の各社支店などの皆様の力添
えを得て行いました。
当日は多くの親子の皆様にお越しいただき、それぞれのブース
では通信事業者からの技術や装置の紹介に「すごい！」「知らな
かった！」といった声が上がるなど、能登の創造的復興に向けた
取組や、災害時における通信の重要性について知っていただく
貴重な機会となりました。

＜NTT西日本＞
「災害時公衆電話」
「災害用伝言ダイヤル171」体験

＜NTTドコモ・NTTドコモビジネス＞
非地上系ネットワークの紹介

＜KDDI＞
衛星直接通信を活用した
 ドローンポートの展示

＜ソフトバンク＞
高度20kmに位置する
成層圏通信プラットフォーム「HAPS」の展示

＜楽天モバイル＞
災害時の通信確保に向けた
最新の取組の紹介

お問合せ先 情報通信部情報通信振興課
０７６－２３３－４４３０

総務省「こども霞が関見学デー」における展示・紹介



「能登復興に向けて、買って応援！ 石川県物産販売」

総務省北陸総合通信局（局長：安東高徳）は、総務省
「こども霞が関見学デー」が行われた７月29日及び30日に、同
じく本省において、令和６年能登半島地震及び奥能登豪雨の
記憶を風化させず継続的な支援につなげていくため、石川県及
び同県のアンテナショップ「八重洲いしかわテラス」の協力のもと、
石川県物産販売を開催しました。
能登の菓子や地酒、輪島塗などの工芸品が並び、販売員か
らは、能登や石川県とのつながりについて説明いただく場面も見
られました。

お問合せ先 情報通信部情報通信振興課
０７６－２３３－４４３０


